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茨
城
県
大
子
町
は
、
福
島
、
栃
木

両
県
と
県
境
が
接
す
る
茨
城
県
最
北

の
地
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
街
道
の

往
来
で
栄
え
て
き
た
。
私
は
昭
和
4

７
年
建
設
省
に
採
用
即
茨
城
県
へ
出

向
、
翌
年
大
子
町
の
橋
梁
現
場
を
担

当
し
大
子
町
と
の
縁
が
で
き
た
。
社

会
人
早
々
の
現
場
設
計
監
督
の
貴
重

な
経
験
は
忘
れ
難
く
、
価
値
創
造
の

現
場
を
尊
重
す
る
礎
と
な
っ
た
。

　

当
時
八
溝
林
業
や
リ
ン
ゴ
、
鮎
、

煙
草
、
こ
ん
に
ゃ
く
等
の
農
水
産
業

と
共
に
袋
田
の
滝
や
温
泉
等
を
有
し

観
光
で
栄
え
人
口
は
三
万
人
を
超
え

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
整
備
や
し
ゃ
も
、
湯
葉
な

ど
の
新
規
商
品
開
発
に
も
関
わ
ら

ず
、
近
年
は
人
口
が
半
分
近
く
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

　

そ
の
大
子
町
は

一
昨
年
、
台
風
19
号

に
よ
り
久
慈
川
が
氾
濫
、
越
水
し
右

岸
地
域
が
浸
水
、
町
庁
舎
も
全
面
浸

水
の
被
害
を
被
っ
た
。
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
早
期
復
旧
に
着

手
、
魅
力
あ
る
町
へ
の
復
興
を
目
指

し
県
土
木
部
と
連
携
し
産
学
官
関
係

者
の
参
加
を
得
て
昨
年
10
月
協
議
会

が
発
足
、
縁
あ
る
私
が
座
長
を
務
め

る
こ
と
に
相
成
っ
た
。

　

魅
力
あ
る
町
の
復
興
計
画
策
定
に

向
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
り

町
内
外
の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協

議
会
を
３
回
開
催
。
久
慈
川
右
岸
側

の
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
河
床
掘
削
と

か
さ
上
げ
に
伴
う
橋
梁
掛
け
替
え
、

町
庁
舎
の
高
台
移
転
、
移
転
後
の
跡

地
を
生
か
し
左
岸
側
の
道
の
駅
「
奥

久
慈
だ
い
ご
」
と
連
携
を
高
め
道
の

駅
の
防
災
拠
点
化
を
図
る
案
が
提
案

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
町
な
か
の
活
性
化
に
向
け

交
流
触
れ
合
い
拠
点
や
周
遊
ル
ー
ト

の
整
備
、
水
と
の
触
れ
合
い
の
た
め

の
梁
漁
な
ど
の
整
備
、
周
辺
と
の
連

携
の
た
め
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
電
動

自
転
車
の
整
備
等
を
盛
り
込
ん
だ
復

興
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
の
高
校
生
の
復
興

へ
の
夢
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
多
く

の
方
々
が
大
子
町
を
訪
れ
楽
し
み
励

ま
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
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野
次
馬
が
注
目
す
る
中
、
馬
に

乗
っ
て
越
後
街
道
を
西
に
向
か
っ

た
。

越
後
街
道
の
峠
越
え

　

会
津
若
松
と
越
後
の
新
発
田
を

結
ん
で
い
た
越
後
街
道
を
、
越
後

で
は
会
津
街
道
と
呼
ん
で
い
た
。

一
部
は
阿
賀
野
川
沿
い
の
道
だ
っ

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長
　
鐙
啓
記
）

た
が
、
大
半
の
ル
ー
ト
は
い
く
つ

も
の
峠
を
越
え
る
山
道
だ
っ
た
。

　

坂
下
の
宿
を
出
た
バ
ー
ド
一
行

は
、
阿
賀
野
川
の
支
流
・
只
見
川

に
架
か
る
片
門
舟
橋
を
渡
っ
た
。

12
隻
の
平
底
舟
を
太
い
綱
で
横
に

つ
な
ぎ
板
を
渡
し
た
橋
だ
っ
た
。

や
が
て
街
道
は
山
道
と
な
り
、
会

津
磐
梯
山
や
飯
豊
山
地
の
素
晴
ら

し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
束
松

峠
を
越
え
た
。

　

夕
や
み
が
近
い
こ
ろ
野
尻
に
着

い
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
45
分
か

け
て
車
峠
に
向
か
い
、
眺
望
が
得

ら
れ
る
茶
屋
に
宿
泊
し
た
。
峠
の

家
の
た
め
、
野
次
馬
が
い
な
い
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
茶
屋
の
女

主
人
は
家
族
を
持
つ
未
亡
人
で
、

話
好
き
で
人
の
い
い
女
性
だ
っ

た
。　

　

翌
日
は
日
曜
日
で
、
キ
リ
ス
ト

教
の
安
息
日
に
あ
た
る
。
丸
一
日

の
完
全
休
養
を
取
り
２
泊
し
た
。

翌
朝
車
峠
を
下
り
、
鳥
井
峠
を
越

え
て
越
後
の
津
川
に
向
か
っ
た
。

芝浦工業大学客員教授� 谷口博昭

宿場に野次馬が 2000 人

い
よ
い
よ
日
本
の
奥
地
へ

　

日
光
を
後
に
し
て
２
日
後
、

バ
ー
ド
一
行
は
関
東
と
東
北
の
境

と
な
る
山
王
峠
を
越
え
、
福
島
県

の
会
津
に
入
っ
た
。
バ
ー
ド
を
乗

せ
て
き
た
馬
は
、
峠
を
下
っ
た
糸

沢
付
近
で
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
く

な
り
、
バ
ー
ド
は
宿
泊
し
た
川
島

ま
で
歩
い
た
。
川
島
の
宿
の
環
境

は
最
悪
だ
っ
た
が
、
病
気
の
子
ど

も
に
薬
を
与
え
て
喜
ば
れ
た
。

　

阿
賀
野
川
の
上
流
と
な
る
大
川

を
渡
し
舟
で
渡
り
、
中
山
峠
を
越

え
て
大
内
に
着
い
た
。
い
ま
で
も

茅
葺
屋
根
の
家
々
が
建
ち
並
ぶ
人

気
の
観
光
地
・
大
内
宿
だ
が
、バ
ー

ド
は
名
主
だ
っ
た
美
濃
屋
・
阿
部

な
か
っ
た
の
か
い
ろ
い
ろ
憶
測
が

出
て
い
る
が
、
バ
ー
ド
は
最
短
距

離
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

高
田
で
一
休
み
し
た
後
、
越
後

街
道
随
一
の
宿
場
だ
っ
た
坂
下
に

到
着
し
た
が
、
よ
う
や
く
見
つ
け

た
場
末
の
宿
は
超
満
員
だ
っ
た
。

翌
朝
、
外
国
人
女
性
を
一
目
見
た

い
と
集
ま
っ
た
２
０
０
０
人
も
の

家
に
宿
泊
し
た
。
美
濃
屋
は
日
本

通
運
の
前
身
で
あ
る
内
国
通
運
会

社
の
取
次
所
や
郵
便
局
を
兼
ね
て

い
た
。
バ
ー
ド
が
泊
ま
っ
た
部
屋

は
い
ま
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

大
内
を
出
た
バ
ー
ド
は
、
会
津

若
松
に
は
向
か
わ
な
い
で
、
下
野

街
道
と
別
れ
市
野
峠
を
下
り
高
田

に
到
着
し
た
。
な
ぜ
若
松
に
行
か

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

バードが通った市野峠ウォーキング（福島県会津美里町）

バードが宿泊した美濃屋。宿泊した
部屋の見学ができる（福島県下郷町）

大子勤務時の生コン試験を実
施する谷口氏＝茨城県提供

３ 大
子
町
の
復
旧
・
復
興
と
「
道
の
駅
」
防
災
拠
点
化

高橋練染株式会社　　京都府京都市右京区山ノ内宮脇町 1-1　TEL075-802-3111
KOKORO CARE 事業部　　www.kokorocare.jp/

能勢（くりの郷）
西山晃一駅長

　新鮮で安心・安全な農産物が自慢で、

大阪府能勢町平野 535
国道 173 号　TEL.072-731-2626

全て能勢町産品を販売しています。一押しはやは
り、特産品の栗。特に9月中旬から10月初旬ま
では栗を求めるお客様で賑わいます。オリジナル
開発の栗商品も多数。店頭で販売する地元の米を
使用した炊きたての「のせむすび」も大好評です。

パスカル清見
野村勉駅長

　高山市～郡上市への通称「飛騨せせら

岐阜県高山市清見町大原 858-1
国道 257 号　TEL.0576-69-2321

ぎ街道」は標高650～1113㍍をアップダウンし、
広葉樹・針葉樹の山並みと清流川上川・馬瀬川の
さわやかさを感じる絶好のドライブルートです。
当駅はそのほぼ真ん中にあり、地産品を使った飲
食やオリジナルの土産品など取りそろえています。

ちくら・潮風王国
宇畑延輝支配人

　新鮮な魚貝類や干物などの海産物を中

千葉県南房総市千倉町千田 1051
国道 410 号　TEL.0470-43-1811

心に、花や農産物、地元の名菓など南房総のお土
産が何でもそろう道の駅。芝生の広場や目の前に
広がる海、早春の露地花畑などロケーションも魅
力です。レストランでは地元で水揚げされた新鮮
な海の幸や名物のクジラ料理を楽しめます。
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